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〈新著紹介〉はじめ c ・・・・・・ 1 /劉紹剛・王素「十大国時期高富郡書法簡議」
1 /李宝通「誌益重量晋南北朝高昌屯目的灘漂流変』・・・・・・ 2 /厳躍中「麺
氏高 墨 王 国 寺院研究」・・・・・・ 3 /銭伯泉「従 S 2838号写経題記肴高畠麹氏王朝与
敦燈的関係」・王素「関手 S 2838号文書的妙写地点 J •••••• 4 /林梅村「粟特文
買鱒契与総縄之路上的女奴貿易 J •••••• 6 
【はじめ巴】
今回新著紹介の対象 と し た の は 、 1 992年巴中国圏内で公表された論稿ですが、公表された自由稽
の数か ら 判 断 す る 限りでは、この一年閣の吐魯番出土文物研究は必ずしも活発だったとは言いがたい
よう で〈詳細 C ついては、来年 2 月発行の本誌巴掲撃を予定している闘尾史郎編「吐魯番出土 文 物 関
係自由著目録(縞) - 1 9 9 2 ・中文篇ー」を参照してください〉、紹介記事も本号に縄張したもので
全てです。
* 
食 * * 
.~割j紹剛・王素「十六国時期高昌郡書法簡論」
( Ii'書法叢刊.!I1992年第 4期、 1，._ 12) 
本論文は、トゥルファン出土の高島郡時代文書に対して書法的考察を行ったものである。誌面の都















































































( Ii'文史』第34輯， 1992年 5月， 129 --142) 
表題の問題について、トゥルファン出土文書を主たる材料にしながら多角的に取り組んだ論文。論
及されている問題は、 1.寺院の一般的な性格、 2.僧尼に賦課された諸負担、および 3.仏教内部
の各宗派聞の交流や仏教以外の信仰との交流の三点である。
先ず 1では、高昌国時代の寺院をその名称により、 A. 政明寺や玄領寺など一般的な名称の寺院、
B.馬寺や安寺など姓を冠した寺院、 c.張武偶寺や焦郎中寺など姓名(姓+官職名を含む)を冠し
た寺院、および D.宿衛寺や撫軍寺など官職名を冠した寺院に分類し、全部で一五O以上に達すると































(『新彊文物jJ1992年第 1期， 29"'" 34) 
|φ王素「関干S2間文書的抄写地点J













































































心としてー J (Ii'東洋史研究』第52巻第 2号， 1993年〉、および rr義和政変」新釈一惰・唐交替期







国的“稿慣銭"ー麹朝税制零拾-J (Ii'貌晋南北朝惰唐史資料』第 4期， 1982年)には一切言及が見
られないのである(詳細は、闘尾「トゥルファン出土高島国税制関係文書の基礎的研究一様記文書の
古文書学的分析を中心としてー J (七) (Ii'人文科学研究』第86輯， 1994年、に掲載予定〉を参照さ
れたい)。とれが彼我の学界の違いに由来すると考えたくはない、というのが私の気持ちである。
1・林梅村「粟特文買蝉契与糊之路上的女奴貿易JI 
( Ii'文物JI1992年第 9期， 49---54) 
(閥尾)
本論稿は、論文という体裁をとっているが、実質的には吉田豊・森安孝夫両氏が新彊ウイグル自治








とくに、売主をサマルカンドの人、 twδ ・kkの息子である wxw討 syrt と解して、日本語訳でサマル
カンドの女奴隷と解釈していた個所を改めたり、証人・立会人として掲げられた人々について、以下
のように日本語訳を改めている点が注目される。
① r cwn'kkの息子 tysr't J ー→「マーイムルグの人、 cwn'kkの息子 tysr・t J 
② r xwt・wcの息子でマーイムルグの n'mδ'rJ ー→「サマルカンドの人、 xwt・wcの息子 n'm
δ'rJ 
③ r Krzの息子でサマルカンドの pys・kJ ー→「ヌーチカンス(林氏は小石国とする)の入、 Krz 
-6 (580)一
の息子 pys'kj
④ r nnykwcの息子でヌーチカンスの nyz'tj 一→「クシャーニヤの人、 nnykwcの息子 nyz'tj
いずれも言語学的な問題であり、評者は論評できる立場にはないが、この点については、既に吉田
氏自身が、根拠を明示しつつ自らの訳文を訂正している (Review;Sims-Wi11iams，Sogdianand other 














rc'z j (昭武九姓中の石)の略と解する点や、 y'nsy'nを党語の ryanasena-jと関連づけること
は、吉田豊氏の批判がある(同氏「ソグド文字で表記された漢字音j ([j'東方学報』京都第66冊， 19 












でもなく、 cyn'ncknδ が「高昌Jを指すことは、 『研究JI (8頁)の 1-2に明確に触れられており、












唐時代の東トゥルキスタン研究一高昌国史研究を中心としてー.!I <東京大学出版会， 1911年)， 121 
頁)、ごれに対して閣尾史郎氏は、 「秦城津」の「津」字は草の繁茂する湿地のごとを指していると
する(同氏「高昌国における田土をめぐる覚書ー『吐魯番出土文書』剖記(三)一 J < [i'中国水利史




「売買文書」に見える高呂田王の官称号 rsγw RBkw 'yrtp'yr w"oJの rsγw Jについて、林
氏は、 『研究』は「麹斌芝造寺碑Jを引いて、そこに見える「元亥」を rsγw Jに当てようと試み
ているとし、その見解を退けて rRBkw Jこそが「元亥」に当たるものとしている。しかしながら、
実際は『研究』ではこのような試みはされておらず、 r sγw Jが「元亥」や「摩亥」に当たるかど
うかは、音韻上も意味の上でも確定できないと述べているに過ぎない。また林氏が rRBkw J (形容
詞;偉大な、大きな)と「元亥」とを敢えて結び付ける理由はよくわからないが、もしトルコ族によ
く知られた称号である「莫賀」・「莫何j と関連づけて考えているのであれば、 「莫賀J ・「莫何J
(ba y a)がどのような意味をもっ語なのかという点については未だ定説がないし、さらに『研究』
(11頁)は、 「元亥」をこれらに簡単に比定することは慎重を要すると主張している。
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